
報告（４） 

岩坂地区、峰上地区における取組みについて 

 

 市内の交通が不便な地域に暮らす住民が自ら主体となり、移動手段を

確保する取組みが始まっています。 

 

１ 岩坂地区の取組み 

 岩坂地区（天羽地域）では、住民同士で助け合う仕組みづくりを目指

し、有志の住民で「岩坂お助けクラブ」を立ち上げ、生活支援サービス

事業を本年６月から実施しています。サービスの一部で通院や買い物等

の「付き添い支援」を行っており、利用者の移送を伴う場合、運送に対

する対価は無償です。 

 この事業に対し、市では介護福祉課が助け合いサービス事業の一環と

して補助するほか、企画課が無償での利用者の移送について、事故に対

する賠償責任保険及び傷害保険の団体加入に要する経費を補助していま

す。 

〇サービス内容 

・生活支援（ゴミ出し、除草作業、大工仕事、見守り活動（お話相手、

お散歩の付き添い等）） 

・付き添い支援（買い物、通院等） 

 

２ 峰上地区の取組み 

 峰上地区（天羽地域）では地区区長会が中心となり、地域住民を主体

とした移動手段確保に向けて検討が始まっています。令和３年４月 24 日

に開催された同地区区長会議内にて、「天羽地域（峰上地区）における公

共交通の現状と、地域に合った移動手段の検討について」市が説明を行

い、理解を深めました。 

 今後は、地区民生委員やふれあい推進員等にも参画してもらい、より具

体的にどのような移動手段が地域に適しているか、ワークショップ形式等

で議論を行う予定です。市としましては、今後も検討会等での説明や助言

等を行い、移動手段の導入を支援してまいります。 


